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『はやぶさ２』からの贈り物                  校長 大石 真司 

 

12月６日未明、オーストラリア南部に『はやぶさ２』が投下した「小惑星リュウグウの

石」が入るとみられるカプセルが帰還しました。これは、私たち人類に大きな夢を与えて

くれました。幾多の挑戦、失敗、改良、準備を重ね、『はやぶさ２』は 2014 年に打ち上げ

られ、2018年には小惑星リュウグウに到着。そして１年以上の間リュウグウを調査し、そ

の間に２度の着陸で岩石を採取。昨年 11月にリュウグウを離れ、１年以上かけて地球へと、

約６年間（56億Ｋｍ）の旅から戻ってきました。 

 約 46 億年前、この地球が誕生したといわれていますが、「太陽系（地球）の成り立ち」

や「生命誕生の謎」は、まだ解明されていません。生命がどのように誕生したのか、そし

て生命活動に必要な「水」が、この地球になぜこれほど豊富に存在するのか。これらの謎

を解くことは、地球のこの先に大きく影響を与えるといわれており、この「小惑星リュウ

グウの石」が、その謎の解明に大きくつながるといわれています。 

「はやぶさ計画」は、1980年代半ばに立ち上げられたということですが、「はやぶさ１号機

（2003年打ち上げ）」で、プロジェクトマネージャーを務めた JAXAの川口淳一郎さんのお

話を紹介させていただきます。 

今から約 50 年前の 1970 年代に、アメリカはアポロ計画により、人類で初めて月に到着

しました。その頃、日本はまだ人工衛星を打ち上げるのが精一杯だったようです。そこで

川口さんは、「アメリカができることをやっても仕方ない。とにかく何か違うことをしなく

てはだめだ。」と、目をつけたのが小惑星探査だったのです。「小惑星から岩石を持ち帰る

ことができれば、宇宙科学の分野で大きな貢献をするに違いない。」と確信をもっていたと

いうことです。いまや世界をリードする日本の小惑星探査ですが、川口さんは決してこの

状況が、この先も続くとは考えていません。NASAや中国などは、多額の予算をかけて小惑

星探査を計画しており、このままではすぐに追い越されてしまう状況にあります。しかし

川口さんたちは、自分たちの小惑星探査の技術をすべて明かし、日本が今後も宇宙の分野

で世界をリードするためには、他にはない日本人の発想で、新しい領域に挑戦していくべ

きであると強調していました。 

 川口さんのこのお話から、改めて私

たち人間はこれから先に目を向け、自

分の夢（目標）を持ち、その達成のため

には失敗を恐れず、そして自分の思い

を簡単に捨てないことが大切であると

いうことを学ぶことができます。数日

で叶えられる夢、また、手に入れるため

には数年、あるいは数十年かかる夢も

あると思いますが、新しい年を迎えよ

うとする今、皆さんにも自分の夢を描

いてみてほしいと思います。 

 

 

◇学校教育目標 「自他を大切にし、夢に向かって挑戦する生徒」 

◇重点目標    「自ら動く」 

◇第Ⅳステージ  第Ⅴステージ  ｢感謝～お世話になった人に感謝の気持ちを表そう～」 

 （１月～３月）｢充実 ～自分の成長を認め、学校生活でその力を発揮しよう！～」 



 

 

 ３年生から部活動を引き継いだ新チームが、本年度も活躍をしています。コロナウイル

ス感染症の影響で、思うように練習ができなかったり、参加を見合わせた部もあったりし

ましたが、夏までに力をつけて、さらに飛躍してくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

空蝉に ぼくの心も つめこんで    成岡大翔（２年） 
～第３１回伊藤園お～いお茶 佳作特別賞受賞～ 

 皆さんも一度は目にしたことがあるのではないでしょうか？

「お～いお茶」のペットボトルのパッケージに、俳句が掲載されて

います。本校２年生の成岡大翔さんの俳句が掲載されることにな

りました。 

約 195 万句の応募作品の中から 2,000 句が選出されたことにつ

いて、成岡さんは、『最初は半信半疑だったけれど、実際にペット

ボトルを手にして実感がわきました。記念にいただいた「おーいお

茶」は、まだ、一本も飲んでいません』と話をしてくれました。毎

年、国語の授業で俳句をつくり、生徒の励みになるよう応募してい

ます。来年度も、入賞することを願っています。 

有意義な冬休みに！ 

12月 26日（土）から冬季休業に入ります。１月５日（火）までの 11日間となります。 

冬季休業は、年末年始という１年の節目に当たる時期です。生徒には、自らの意思と責

任で良識を持って行動すること、家庭や地域の一員としての役割を果たすこと等、例年

指導することに加え、新型コロナウイルス感染症予防についても指導しました。 

大変慌ただしい時期でありますので、くれぐれも安全に留意して無事故の生活が送れ

るようにお子さまをご支援ください。 

1月、２月上旬の主な行事 

＜１月＞ 
１日（金）元日 

６日（水）３学期始業式(第５ステージ開始 

     身体測定、午前中３時間授業で 

下校（完全下校時刻 11：30） 

７日（木）給食開始 

ＰＴＡ本部役員会 

     ＰＴＡ文化広報委員会 

１１日（月）成人の日 

１３日（水）１､２年県学力診断調査 

     ３年校内実力テスト 

   私立高校WEB出願開始 

     ～１／２１（木）15：00まで 

１５日（金）３年は５時間目終了後に下校 

      （３年完全下校、１４：３０） 

１７日（日）部活動休養日 

１８日（月）3年面接一斉指導 

      （完全下校時刻 13：40） 

※1､2年は午前中 4時間授業で給 

食後に下校 

２９日（金）3年保護者会（進路関係） 

ＰＴＡ本部役員会 

＜２月＞ 
２日（火）私立高等学校入試（１日目） 

     北中保護者説明会 

３日（水）私立高等学校入試（２日目） 
 ４日（木）ＰＴＡ文化広報委員会 

９日（火）校内定着度調査④ 

ＰＴＡ運営委員会 

１０日（水）校内定着度調査④ 

１２日（金）私立高等学校合格発表 

○野球：しんきんカップ第 51回静岡県中学選抜野球大会参加予定（２月開催予定） 

○サッカー：１回戦 島一中 １対１ 浜岡中（PK６対５ 勝ち）、 

２回戦 島一中 １対６ 浜松開誠館中（負け） 

静岡県中学１年生大会（志太・榛原地区第６位） 

○男子テニス部：個人前 大塚康平・曾根謙信ペア 

○女子卓球部：個人戦 杉山凪沙 


